
日 曜日 12月の予定 

1 木  

2 金 身体測定 

3 土  

4 日 フィニッシングスクール（茶道） 

5 月 身体測定 

6 火 身体測定 

7 水 お誕生日会 

8 木  

9 金  

10 土 クリスマス会 全学年対象 

11 日  

12 月  

13 火  

14 水  

15 木 避難訓練 

16 金  

17 土  

18 日 フィニッシングスクール 

（デザイン書道） 

19 月  

20 火  

21 水  

22 木  

23 金  

24 土  

25 日  

26 月  

27 火  

28 水 荷物最終持ち帰り 

29 木 大掃除 

30 金  

31 月  

 

【クリスマス会について】 

・日時 令和４年 12 月 1０ 日（土）9時半～11時半 

場所 池上会館 集会室 

テーマ 「星に願いを」 

クラスごとに発表を行います。 

お写真を撮りますのでお洒落をしてお越しください。 

【大掃除について】  

・12月29日（木）お子さんのロッカー内の掃除を 

いたします。 12月28日（水）までにロッカー内の 

荷物（衣服、オムツ、お道具箱等）を全て  

お持ち帰りくださいますようご協力お願いします。 

お持ち帰りの際は職員へお声掛けください。 

年明けにはロッカーをご利用いただけます。 

【年 賀 状 について】 

 ・お正月に保育園からお子様宛てに年賀状を送らせて 

いただいております。喪中等ご事情のあるご家庭は  

12 月 9 日 までにコドモンにてお知 らせください。 

【第三者評価訪問調査について】  

・令和５年 1月、第三者評価機関NPO法人福祉経営 

ネットワークより、評価者の方が来園いたします。 

ご理解ご協力のほどお願いいたします。 

【年末年始のお休みについて】 

・令和４年 12 月 29 日(木)～令和５年1 月 3 日（火）

まで、お正月休みとさせていただきます。 

【冬休みについて】 

・給食食材の仕入れの関係や、職員の帰郷のための 

正月休暇にさせていただきたく、12月末前に早めに 

お休みに入るご家庭や、年明け長めにお休みを取ら 

れるご家庭は、園長までお知らせください。 

【新入職員のお知らせ】 

・栄養士 関口茉奈 よろしくお願い致します。 

【退職職員のお知らせ】 

・調理師 北爪雅信 
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ポインセチアの花が街を彩る頃となりました。子どもたちはクリスマスソングを楽しそうに歌っています。 

今年も残りわずかとなりますが、ご家族皆様で健やかな新年を迎えられることをお祈り申し上げます。また来年も

元気な子どもたち、そして保護者の皆様にお会いできることを楽しみにしております。 

急な変更があることを予めご了承ください。赤太文

字は園行事、緑太文字は園児対象園内行事、青太

文字は保護者対象行事、黒太文字は職員対象予

定です。 



【フィニッシングスクール無料ご招待のご案内】 

・フィニッシングスクールとは、弊社の系列施設 

「子育て支援クラブ・カバンドレザン」にて開催 

している大人のためのお稽古事です。 

毎月5名様を無料ご招待しておりますので、ご希望

の方は園長までお声掛けください。 

＊12月の予定＊ 

デザイン書道 

12月18日（日）10時～12時  

デザイン書道は、「墨で書く書道」という概念を 

覆し、96色の顔彩を使い、絵手紙など彩り豊かな

作品を作ることができます。 

頂き物をした御礼や、お年始のご挨拶に、暖かみ

のあるメッセージを添えることが出来ます。 

ぜひご一緒にいかがでしょうか。 

 

 

 

先日、こもれび組年中・年長を対象に栄養士 

菅野による食育のお話会を行いました。 

森の保育園で取り入れている「まごわやさしい」 

について、子どもたちにも分かりやすいように 

イラストで掲示し、クイズ形式で楽しみながら学ぶ 

ことが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊聖書のお話＊＊＊ 

「いと高き所には栄光、神にあれ、地には平和、御心に

かなう人にあれ。」    ルカによる福音書2章14節 

  暗く寂しい夜、凍える寒さに耐えながら、野犬や羊

泥棒に注意を払い、羊飼い達は夜通し羊の群れの番をし

ていました。彼らには安らぐ家もフカフカのベッドもあ

りません。仕事柄あちこちを行きめぐる羊飼いは邪魔者

扱い、住民登録の対象からさえ外されていました。それ

は羊飼い達にとって何より辛く、悲しく、悔しいことで

した。 

 そんな羊飼い達にその夜、主の天使が現れ、彼らの周

りを主の栄光がまばゆく照らしました。それは羊達の小

さな命を守るために働いている彼らを暗闇の中から映し

出し、決して罪人ではない、御心にかなう者だと祝福

し、世界の民全体に与えられる大きな喜びを告げるため

でした。そのために「今日、ダビデの町で、あなたがた

のために救い主がお生まれになった」と天使は伝えまし

た。羊飼い達はどんなに嬉しかったことでしょう。 

（中略） 神様からの呼びかけは、私達に「さあ、行こ

う」と歩き出させる力に溢れているのです。このように

して天と地は出会い、神と人は一つに結び合わされ、神

様のお力を身に受けて、人は神様の救いをこの目で確か

め、その喜びを告げ知らせ、神様の平和をさらにも実現

するために進んで行く。クリスマスはその出来事の始ま

りの時なのです。 

（中略）私達はこのお方と共に、神様に愛されている者

として、少しでも悲しんでいる人に寄り添い、それを癒

す事ができればと願います。そのために私達はどうある

べきなのか。クリスマスは、神様の思いを受け止めて考

えるための私達にとって特別な時でもあります。その

時、「いと高きところには栄光、神にあれ、地には平和、

御心にかなう人にあれ」という天使の言葉が、いよいよ

力強く私達の心に響き渡るってくるに違いありません。 

 

（引用：山梨英和こども園の元園長 大木正人先生） 
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